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地域薬剤師会会長　様
一般社団法人　大阪府薬剤師会

　　会　長　 　　乾　英夫 　
「調剤業務の一部外部委託」に係る国家戦略特区提案について（情報提供）
　平素は、本会会務運営に関し、何かとご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　昨日、薬局DX推進コンソーシアム・大阪市・大阪府の３者共同で、「調剤業務の一部外部委託」に係る国家戦略特区事業を政府に提案されました。当該提案内容について情報提供させていただくとともに、本会の見解及び意見等について取りまとめましたので、是非ご一読いただきますようお願い申し上げます。
· 調剤業務の一部外部委託に係る国家戦略特区提案内容について
（大阪府記者会見資料より抜粋）

≪趣　旨≫
府内で薬局を開設する企業等で構成する薬局DX推進コンソーシアムと大阪市、大阪府の３者が、薬局における調剤業務のうち一包化の外部委託を可能とする国家戦略特区を９月６日に提案した。
対物業務を軽減し、対人業務の充実につなげ、地域における薬剤師のさらなる活躍を目指すという内容であり、今後、国の特区ＷＧや国家戦略特別区域諮問会議での調査・審議、法令改正等を経て、特例措置の実現を目指す。
≪提案の背景・目的≫
薬剤師・薬局については、薬剤の調製などの「対物業務」から、患者・住民との関わり度合いの高い「対人業務」への役割や期待が大きくなっている。
国においては外部委託のあり方を検討し、今後検証される見込みであるが、今回、特区を活用して先駆けて実施することにより、抽出した課題を国にフィードバックしていく。
≪提案の内容≫
現行制度では、処方箋を受け付けた薬局で全ての調剤業務を行う必要があるが、厚生労働省研究班ガイドライン（暫定版）に準拠し、安全性や責任体制を明確にした上で、一包化を他の薬局で行うことを可能にする。実施場所は大阪市内を想定している。
≪期待する効果（薬剤師の対人業務の充実）≫
・薬剤師の専門性を発揮する業務の充実
服薬後のフォローアップ、飲み忘れた薬の管理、重複・多剤への対応など

・在宅医療など現場での活動や地域包括ケアの取組みに注力
・医師や介護関係者など他職種との連携推進に寄与
· 大阪府薬剤師会としての見解及び意見等について
　特区制度を利用して、薬剤師の本来業務である「調剤業務の一部外部委託」に係る検証を実施することに関して、本会として違和感を禁じ得ないところである。本来、特区とは、一定の課題が存在し、その課題を改善する目的で提案されるべきであり、現行の調剤業務について特段の課題が存在するという認識は持ち合わせていない。
昨今の厚生労働省の施策においては、ポリファーマシー、フォーミュラリ、薬剤レビューなど、患者にとって最適な薬物療法を求めつつ、薬の適正使用、薬剤費の削減を薬剤師に求めており、今後、厚生労働科学研究により、「調剤業務の一部外部委託」に関する同様の検証が予定されている。
厚生労働科学研究により実施する検証に先立って、大阪府・大阪市が参画して特区を進めることについて、本会としては、責任の所在、医療安全におけるリスクを明確にした上で実施すべきと考え、併せて、「調剤業務の一部外部委託」により、対人業務の充実や薬剤師職能の更なる活用にどのような影響（貢献）があるのかを見極めるべきであると考える。
特区に係る審議にあたっては厚生労働省も関与することもあり、薬剤師の職能団体として、薬局DX推進コンソーシアムと大阪市、大阪府による特区事業について把握したい所存である。
具体的には、薬局DX推進コンソーシアムの安全性／有効性／経済性の３検討委員会の委員長と狭間代表等による会議体に本会も出席し、状況確認を行い、必要に応じて意見具申を行う次第である。
※添付資料
・特区提案の概要（大阪府ホームページより）
・調剤業務における調製業務の一部外部委託における医療安全確保と適正実施のための
ガイドライン（暫定版）
